
身近なところから男女共同参画を始めてみませんか
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　普段の生活で、何げなく「男性は外で仕事」「女性はこうあるべき」
という考えやイメージを持っていませんか。一人ひとりの個性や能力、
価値観は異なりますが、ちょっとした気づきや思いやりがあれば、より
生き生きと暮らすことができます。
　男性も女性も互いの人権を尊重し、責任を分かち合えるよう意識し、
行動に移してみませんか。

【問】人権・男女共同参画室(総和庁舎)　☎9 2 - 3 1 1 1

家事・子育て・介
護はみんなで協力
しよう！

男女は対等なパートナー。
仕事と家庭生活のバラン
スを大切にしよう！

部下の仕事と生活の両立を
考えながら応援する上司
「イクボス」を目指そう！

家庭では 職場では

「仕事が忙しい」「家事・育児で精いっぱい」……。

「仕事」「家事・育児」「趣味や自分の時間」どれも充実させたい

周囲の人たちの理解と協力が必要です！

■「仕事」を優先　■「家庭生活」を優先　■「地域・個人生活」を優先
■「仕事」「家庭生活」「地域・個人生活」のうち2つ以上を優先　■分からない

理想

現実

理想を実現するためには…

でも…

日ごろの皆さんの意識は？
理

想
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実

０

8.9 3.825.5 60.3

100（％）

1.4

０

25.5 4.630.5 38.1

100（％）

1.3

▲内閣府「平成28年度男女共同参画社会に関する世論調査」をもとに作成
　※四捨五入のため、各項目の合計が100%になりません。
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